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1) 執筆にあたコて2つの拙南，とくに後者を利用したu 有効性，能率および道徳性， i組織科学」
第16巻第2号』昭和57年6月。組織論の新しい展開と課題， i行政管理研究」第23号，昭附58年
9月。




















































2) H A. Slffion， Administrative Beh四 ior，1947， chap， 2松田・高柳二村訳「経営行動」。
3) C. Argyr民 Personalityand口rganization，1957， chap. 3 伊吹山中村訳「組織とパ←ソ
ナリティー」。
4) A. Brown， Organization in In品stry，194士安部訳「睦営組織」。
伝統理論と迂代理論 (135) 31 
以下では，筆者なりの組織構造形成の基本的な考え方を述べておくことにし
ょう。
バーナードωは組織の 3要素として， (1)共通目的， (2)コミュニケーション，
{3)協働意志， を指摘する。他方， ドラッカ_'3)~士組織形成の 3 原則として，組
織構造は， (1)事業目的の達成に役立つものであること， (2)管理階層のできるだ



















5) C. 1. Barnard， Tke FunctioflS of the Executive， 1938， cbap. 7 山本出杉飯野訳「経営
者の役割J，以下では本文中にペー ジ数を入れている。



















































具体化する・ I 全体J 主著12ベージ〉であり，これら物的，生物的，社会的
要因によって制約されつつも，一定の選択力，白由意志(および乙れに対応す
る責任〉をもっ。この人間観は後の議論にとって重要である。


























7) 有効生と能率の見方については，前掲湘稿 (i組織科学J)の16ベー ジ前後を参照されたい。





























































































































































































































































ところで，責任 (responsibility)は，応答する能力 (abilityto respond [ラ
テン語問中四日〕を意味するという。何についてくrespuIlsiblefo，-) ，誰に対
して (responsiLleto)，義務を負うのかが問われる必要がある。






































































日杭理論と近代理論 (151) 47 
る道徳論の提唱ではない。との点だ，いささかの追加を試みたい。
われわれは，長期的視野のもとに，道徳伴や社会的責任の問題が「組織経
済」の拡大ないし縮小を通じて，組織の存続を左右するものとみなす。道徳性
をめぐっての，組織に対する社会的批判，つまり組織の社会的名声の失墜は，
組織の社会的資産の食い潰しを意味し，組織経済の縮小を招くであろう。社会
的効用を高めるために長期にわたって支出されている費用から推測すると，瞬
時に Lて失われるかもしれない社会的効用のもつ組織経済的価値は，文字通り
剥り知れないものといえよう。近代的組織論の立場からすれば，道徳性の確保
は経営者の最高の職能である。
